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産科病棟との連携によるよりよい母子関係の援助
NICU　O鎧　由美　丹羽　西山
1はじめに
　出生後間もなく母子分離を余儀なくされた場合、母
子関係を早期から確立していかなければ、その後の確
立は困難となる。そこで、NICUに収容された児にと
って母子関係を良好に形成するためには、できるだけ
早期に児に接触できるよう援助することが重要となる。
　私たちは日頃、母子関係を早期に確立できるように
プライマリーナースが主体となり援助している。しか
し、母側の問題、児側の問題によっては早期面会・接
触ができない場合がある。このような事例については、
母子を一体と考えた中で、母子の相互関係を育むたあ
産科病棟の協力は重要となる。
　そこで今回、母子関係を早期に確立するための適切
な情報交換が行われてきたか、また産科病棟との連携
についての意識調査を行った。その結果、よりよい母
子関係のために今後の課題を明確にすることができた
ので報告する。
ll調査および結果
1）初回面会状況と、情報交換の有無についての実態を
　NICU看護記録より調査
目的：産科病棟との情報交換の実態を知る。
対象：平成3年5月～平成4年4月までの産科病棟か
　　　らの入院患児
　　重症：人工呼吸器装着を要した極小未熟児、低出
　　　　生体重児、新生児仮死、奇形　　　ll名
　　軽症：低出生体重児（奇形1例を含む）　11名
結果1
　表1　初回面会状況　　　　表2　初回面会までの
情報交換の有無重症児 軽症児
当日 重症 軽症 計1 1
あり 6 1 7
1日 3 4 なし 1 10 5
2日 1 4
3日鵬 6 2
計 11 11
情報交換の内容
E児の状態　　　　4伊
E母の状能　　　　4傷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4例
　　　　　　　　　　　　・面会前の様子　　3例
　　　　　　　　　　　　・ムンテラの内容　1例
2）情報交換について質問用紙を用いてインタビュー
目的：NICUのプライマリーナースに産科病棟との
　　　情報交換についての意識を知る。
対象：NICUプライマリーナース
　　　　2年目　6名／3年目　2名／9年目　1名
結果2
①今まで受け持った児で産科病棟との連携を必要だと
　感じたことはありますか。
　　　ある　　　　9名
　　　ない　　　　1名
②実際に連絡をとったことはありますか、またどんな
　方法でしたか
　　　とった　　　7名
　　　とらない　　2名
　連絡方法
　・産科病棟へ行き母を訪室し情報収集　　　5名
　・産科病棟へ電話する。　　　　　　　　　3名
③②で「とった」と答えた人はその結果満足しました
　か。
　　満足・やや満足　　　3名
　　やや不満・不満　　　5名
　　何とも思わない　　　1名
④③で「やや不満・不満」と答えた人はどこがいけな
　かったと思いますか。（どうすれば良かったと思い
　ますか）
　・情報交換の時期を早くすればよかった。
　・事前に目的を明確にすればよかった。．
　・母の情報を得ておけばよかった。
　・問題意識のズレが生じたままの情報交換であり、
　　意思の疎通をはかるべきだった。
　・母の状態を詳しく情報交換すればよかった。
　・もっと産科病棟に行くことに積極的になればよか
　　った。
　・母の状態が不安定な時だけでなく、状態がおちっ
　　いてからも情報交換を継続していくべきである。
　・産科病棟に行けば何かが得られると思った。
　・産科病棟の受け持ち看護婦と勤務帯が合って連絡
　　をとれればいい。
⑤産科病棟から聞きたい情報は、どんなことですか。
　（複数回答）
　・母の体の状態　　　　　　　　　4名
　・母の性格　　　　　　　　　　4名
　・面会以外での母の様子（気持ち）2名
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・産科病棟の看護方針
・母乳の分泌状態
・母がどう児をとらえているか
・お産をどう感じたか
2名
2名
2名
1名
　・家族について　　　　　　　　　1名
　・指導の進行状況　　　　　　　　1名
　・児がNICUに入院してしまったことについてど
　　う受けとめているか　　　　　　1名
　・母の理解力　　　　　　　　　　1名
⑥産科病棟に伝えたい情報はどんなことですか
　・児の状態　　　　　　　　　　　　4名
　・病状説明を行った内容と家族の反応　2名
　・面会の様子　　　　　　　　　　　　1名
　・指導の進行状態　　　　　　　　　　1名
　・児の写真を見せたい　　　　　　　　1名
　・NICUでの看護計画　　　　　　　1名
　　（家族に関すること）
　・なし　　　　　　　　　　　　　　1名
川考察
　表1の結果から、軽症に関しては、2日目までに初
回面会している人が11人中9人の82％である。一方、
重症児では、2日目までの初回面会は45％で残りの55
％は3日以降となっていた。このことから重症児の初
回面会は軽症児よりおくれることがわかる。重症児に
ついては長期入院が予測され、母が児を抱っこするな
どの育児に関わるまでに時間を要してしまう。
このことから、初回面会の遅れた重症児55％について
は、早期に母子関係を確立することが難しくなりやす
いと考えられる。
　表2より、情報交換ありは全体の47％であった。情
報交換の内容は、児の状態33％、母の状態33％、面会
前の母の様子25％、ムンテラの内容9％となっていた。
また、情報交換があった中で、重症例は86％と高い。
重症児の長期入院により母子関係の確立は困難となる
ことを予測し情報交換され、早期援助に結びついてい
たと考えられる。
　しかし、重症児だけを見てみると、情報交換は半数
程度しかされていない。これらの重症児で情報交換の
なかった5例の初回面会は、3例が入院2日目までに
初回面会がすんでいる。そのため、早期援助につなげ
ることができたかと考えられる。しかし、残りの2例
については、初回面会が入院3日目だったにもかかわ
らず、情報交換はなかった。このことは、母子関係を
早期に確立させるたあの援助に対する認識不足といえ
る。
　結果2の①、②より、NICUのプライマリーナー
スのほとんどが産科病棟との連携が必要だと感じ、情
報交換を行っていた。その方法については、プライマ
リーナースのプランによるもので電話が38％、直接産
科病棟へ訪室したのが68％であった。ほとんどの人が
情報交換は必要と感じているものの、約半数の人はそ
の結果に満足していなかった。その反省点として、情
報交換の時期的なこと、情報交換の目的が不明確、産
科病棟看護婦との意思疎通の不十分さ、情報交換内容
の不足と消極的なものがあげられる。その中で産科病
棟看護婦との意思の疎通の不十分さは、NICUだけ
の問題ではなく、産科病棟と共通した問題と言える。
　一方、産科病棟との情報交換の必要性は感じていな
がらも実行に移せなかったプライマリーナース、必要
性を感じていなかったプライマリーナースがいた。こ
のことは、母子一体と考えた援助に対しての認識が不
充分だっただけでなく、プライマリーナースの看護観
も一要因となっていると考えられる。
　現在のNICUでは、経験2年目よりプライマリー
ナースとして看護にあたっている。そのため、プライ
マリーナースという自覚をもっており、さらに、NI
CU内でも母に目を向けていこうという意識は高まっ
てきている。しかし、今まで述べたようにプライマリ
ーナースの看護観、認識不足が影響している。また、
産科病棟との情報交換においても具体的な統一はされ
ていない。このため、ほとんどが不満足な結果につな
がったのではないか。
lVまとめ
①重症児で、母の初回面会の遅れが考えられる母子に
　ついては、母子関係の確立困難が予測されるため、
　早期から積極的にかかわることが必要
②プライマリーナースが主体となって看護しているた
　め、各自がNICU看護婦として、母子関係を確立
　するための意識を高あていくことが必要
③産科病棟との情報交換において、具体的な方法の統
　一がされていない。
Vおわりに
　この結果をもとにNICU看護婦として、母子関係
の確立に大切な役割を担っていることを認識し、また、
母子を一体と考えた中で同じレベルで目をむけていけ
るよう、産科病棟との連携を今後も考えていきたい。
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